
○雲南市立病院看護師等奨学資金の償還債務の免除に関する条例 

平成２２年１２月２４日 

条例第７３号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、市が看護師又は助産師（以下「看護師等」という。）を

養成する学校又は養成所に在学する者で医療に関する専門知識を取得し、卒

業後看護師等として雲南市立病院（以下「病院」という。）に勤務しようと

するものに貸し付けた奨学資金の償還に係る債務の免除に関し必要な事項を

定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

(1) 奨学資金 看護師等を養成する学校又は養成所に在学する者（以下「学

生」という。）に貸与する奨学資金をいう。 

(2) 奨学生 奨学資金を貸与される学生をいう。 

(3) 学校 保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）第２０条第

１号又は第２１条第１号若しくは第２号の規定に基づき文部科学大臣が指

定した学校又は大学をいう。 

(4) 養成所 保健師助産師看護師法第２０条第２号又は第２１条第３号の

規定に基づき厚生労働大臣が指定した助産師養成所又は看護師養成所をい

う。 

（債務の免除） 

第３条 病院事業管理者（以下「管理者」という。）は、奨学生であった者が

次の各号のいずれかに該当する場合には、貸与した奨学資金の償還を免除す

ることができる。 

(1) 学校又は養成所を卒業後、看護師等として病院に引き続き６年間業務に

従事したとき。 

(2) 前号の業務従事期間中に、業務上の理由により死亡し、又は業務に起因

する心身障害のため業務を継続できなくなったとき。 

(3) 前２号に定めるもののほか、その他やむを得ない理由があると管理者が

特に認めたとき。 

２ 管理者は、奨学生であった者が次の各号のいずれかに該当する場合には、

貸与した奨学資金に係る償還の債務の一部を免除することができる。 

(1) 前項第１号の業務従事中に、業務以外の理由により死亡し、又は業務以

外の理由に起因する心身の故障のため業務を継続できなくなったとき。 

(2) 前号に掲げる場合のほか、管理者がやむを得ない理由があると特に認め



たとき。 

（委任） 

第４条 この条例に定めるもののほか、奨学資金の償還に係る債務の免除に関

し必要な事項は、管理者が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

 


